「地域の絆と元気な郷づくりプロジェクト」（仮称）　事業企画書
１　事業目的
　　　佐久穂町は旧佐久町と八千穂村と合併して佐久穂町となった。旧八千穂村では全国に先駆け全村集団検診をはじめ、全村民の健康管理を率先して実施してきた。今では旧八千穂村を先例として全国で集団検診など健康管理に力を注いできている。現在の老人保健法も旧八千穂村のデータや事例が基礎となっている。このように旧八千穂村では先進的な取組みを実施してきており、佐久穂町になってからも、集団検診等の健康管理は医師による病気の早期発見と予防医療を主眼に町民の健康を守るため、全町に取組みが広がっている。
　　　町内をはじめ南佐久郡は農業が主産業として発展してきた。現在では南部において高原野菜、北部では花卉・果樹の栽培が主流となっている。農業従事者は職業病とも言える「腰痛」に悩まされ、日常生活や地域のまつりや文化活動にも影響がでてきている。その中において、高齢化時代を迎え農業技術の継承と共に、自らが元気で農作業をすることによって、人生の生きがいを見つけ豊かな田舎の風景も持続できることが求められている。
　　また、団塊世代がシニアグループに参加となった。日本企業の発展の原動力となった中小企業で培った技術は捨てがたいものであるが、それらの技術を十分生かせない環境の中で、その余力を荒廃農地の活用を図りながら、新たな生きがいが生まれている。
　　　これらの環境下において、旧八千穂村から誕生した「衛生指導員」の果たしてきた役割は甚大のものであるが、今、自ら新しい生きがいを求めるシニア世代を迎え、伝統ある「健康づくりの郷」を持続発展させ、より地域の活性化を図るため、長年酷使してきた体のゆがみを改善させ、健康な体づくりにより高齢化社会をお互いの支えあいにより、「地域の絆と元気な郷づくり」の実現を図り「地域づくり実践者」（注１)　を目覚めさすことが課題となっている。
村ぐるみの健康管理活動を進めてこられた若月俊一元佐久総合病院長は、『健康と言うものは自分で守るものです。他人に言われて守るものではない。医者や看護婦や保健婦が健康管理をやるのではない。』と常にいわれておられた。その教えに学び高齢化社会を真摯に受け止め、町が取り組んでいる健康診断等とは別に、地域住民が率先して参加してプラスαの効果を高めるため、住民自ら「健康づくりリーダー」（注２）を養成し、互いの健康を支えあう地域づくりを目指し、地域の絆をより深め地域住民主体で「地域の絆と元気な郷づくり」の取り組み実践するものである。
健康を維持することで将来の医療費削減につながるばかりでなく、正しい農業技術の継承や工作技術の継承、伝統ある地域の祭り等文化の伝承など、生涯現役として仕事に携ることにより地域の景観形成の維持も図られ、団塊世代シニアの技術を生かした新たな雇用と、高齢者の生きがい対策につながるものである。
これらの実践を通じ自らの人生に豊かさと生きがいを享有しあえる地域の輪を広め、住民手づくりで伝統ある「健康づくりの郷」を、持続発展させることを目的とし、「地域の絆と元気な郷づくり」プロジェクト（仮称）を立ち上げるものである。
そのために、先ずは佐久穂町において「地域の絆と元気な郷づくり実行委員会」を設置し、自ら健康づくりの体験を実践し、「健康づくりリーダー」を発掘養成し、元気な郷づくり地域の輪を地域の集団から郡町村及び広域市町村と広め、健康で生きがいのある郷づくり（注３）の樹立を目指すものである。
２　主な事業内容
　　１　「元気な体づくり講演会」の開催
　　　　体のゆがみを改善研究する専門家を講師として招聘し、地域住民参加による講演会を開催し、正しいからだのゆがみ改善と痛さ解消体操の知識を学習する。
　　２　「健康づくりリーダー」養成ワークショップの開催
　　　　団塊世代シニアの技術を生かした新たな雇用と、高齢者の生きがい対策、「地域づくり実践者」の再生に向けて、自宅でできる「体のゆがみ改善」の基本知識と、「痛さ解消体操」をワークショップの中で実践しながら健康づくりを学習し、各地域で率先して啓蒙活動や「痛さ解消体操」を指導できるリーダーを養成する。
　　３　「地域づくり実践活動学習会」の開催
　　　　痛みのない元気な体の再生を図ることにより、荒廃農地の活用や培った技術の活用を通じ、伝統ある地域産業と文化の継承と地域の活性化のために、地域づくり実践者としての役割と目標づくり等の学習会を開催し、元気な地域づくりの実践者を創出する。（注４）
